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（Allen, 1977; Freeman, 1982; Clark & Fujimoto, 1991）に着目し、それを発展
させたトライアド情報処理モデル（以下、トライアド・モデル）を用いる。図表














































 (1) 製品概要 










 (2) 開発のきっかけ 
 旭硝子中央研究所では 1980 年代後半から断熱・遮熱性能を高めたガラスや
Low-E 複層ガラスを開発してきた。1986 年には熱線反射ガラスの「サンルック




















 (3) 機能が「見える」コンセプト作り 





























































































図表 2 トライアド・モデルでみた建築用複層ガラスの開発プロセス 
 
4. 建築塗料用樹脂の開発事例(2) 

















































































て大日本塗料からも同様の評価を得た。こうした経緯を経て 1981 年 4 月、経営
トップによって企業化の決定が下され、これらの塗料メーカーに、旭硝子と塗料
子会社のボンタイル（現 AGC コーテック）を加えた 4 社の間で新しいフッ素樹
脂塗料が共同開発されることとなった｡ 
 旭硝子において実際にこうした共同開発に対応したのは、研究所内の合成研究、




 (4) ルミフロンの市場開拓 







































 ① 正確な技術情報の報道（メンテナンスコスト軽減メリットの伝達） 
 ② 新規市場開拓のための塗料メーカーとの商品共同開発の提案 
 ③ フッ素塗装物件の各階層への紹介による塗料メーカー、塗装業者へのイン
センティブ付与 

















































































































図表 3 トライアド・モデルでみた建築塗料用フッ素樹脂の開発プロセス 
 
5. まとめとディスカッション 

















































































































































































報の流れが交互に現れており、pull と push の組み合わせによって開発プロセス
が成り立っているという点である。こうした分析結果は、イノベーションの成立
には「テクノロジー・プッシュ」と「マーケット・プル」の相互作用が必要であ
ると指摘する先行研究と整合的である（Mowery & Rosenberg, 1977; Freeman, 
1982; Kline, 1990）。 
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